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入力画像0 (t = 0)
結果画像(上からt = 0.1, 0.3, 0.5, 0.7, 0.9)入力画像1 (t = 1)
まとめ
遮蔽物による影の考慮
複数光源で照らされたシーンへの適用
模様のある面への適用
(面上の反射特性が一様でない)
照明関数を用いた補間
光線・視線方向に基づき補間するデータを選択
照明条件を変化させた画像を作成する手法の提案
手法の改良と拡張
